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集　
後　
記
　
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
（
現・
国
際
日
蓮
学
研
究
所
）
は
、
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
十
一
月
一
日
に
、
大
韓
民
国
東
国
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
院
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
以
来
、
双
方
の
大
学
を
会
場
と
し
た
講
演
会
、
研
究
者
の
交
流
、
共
同
研
究・
調
査
を
実
施
し
、
平
成
二
十
九
年
四
月
に
東
洋
文
化
研
究
所
が
国
際
日
蓮
学
研
究
所
へ
名
称
変
更
し
て
以
降
も
、
継
続
的
に
密
接
な
研
究
協
力
関
係
を
築
い
て
き
た
。
本
書
（
資
料
叢
書
第
八
巻
）
で
取
り
上
げ
た
、
身
延
文
庫
所
蔵
『
菩
薩
戒
本
宗
要
私
』
一
冊
（『
身
延
文
庫
典
籍
目
録
』「
日
遠
Ａ
20
」）
は
、
令
和
元
年
七
月
一
日
に
両
研
究
機
関
が
共
同
で
行
っ
た
「
令
和
元
年
度　
身
延
文
庫・
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
典
籍
調
査
」
に
お
い
て
調
査
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
書
の
発
刊
は
共
同
研
究
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
　
『
菩
薩
戒
本
宗
要
私
』
は
身
延
山
第
二
十
二
世
心
性
院
日
遠
が
、
南
都
遊
学
の
折
、
法
隆
寺
に
お
い
て
聴
聞
し
た
『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
の
講
談
を
記
し
、
後
年
自
ら
が
講
義
す
る
に
あ
た
っ
て
さ
ら
に
添
削
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
新
羅
太
賢
の
『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
に
は
、
日
本
に
お
い
て
三
十
種
以
上
の
註
釈
書
が
あ
る
が
、
日
遠
『
菩
薩
戒
本
宗
要
私
』
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
新
資
料
と
い
え
る
。
こ
の
太
賢
『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
の
流
布
と
思
想
の
概
要
、
さ
ら
に
そ
の
註
釈
書
の
展
開
と
日
遠
『
菩
薩
戒
本
宗
要
私
』
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
が
、
本
巻
編
集
担
当
の
東
国
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
教
授
金
天
鶴
稿
「『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
の
流
通
と
註
釈
書
の
現
況
及
び
そ
の
要
点
」
で
あ
る
。『
菩
薩
戒
本
宗
要
私
』
の
撰
者
日
遠
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
本
巻
編
集
担
当
の
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
研
究
員
桑
名
法
晃
稿
「
身
延
文
庫
所
蔵　
心
性
院
日
遠
『
菩
薩
戒
本
宗
要
私
』
の
一
考
察
」
に
詳
述
し
た
。
　
ま
た
、
本
書
で
は
『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
の
稀
覯
本
で
あ
る
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵・
古
活
字
版
『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
も
併
せ
て
影
印
に
て
掲
載
し
た
。
　
『
菩
薩
戒
本
宗
要
私
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
共
同
研
究
に
お
い
て
さ
ら
に
精
査
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
が
、
前
両
稿
で
も
触
れ
た
、
日
遠
『
菩
薩
戒
本
宗
要
私
』
と
も
関
連
が
見
ら
れ
る
身
延
文
庫
所
蔵
『
菩
薩
戒
本
宗
要
科
本
』
に
つ
い
て
も
、
今
後
更
な
る
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。
本
資
料
叢
書
が
、
日
本
に
お
け
る
『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
の
受
容
と
展
開
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
に
お
け
る
戒
律
観
の
変
遷
の
研
究
、
ま
た
殊
に
日
蓮
宗
に
お
い
て
は
近
世
日
蓮
教
団
に
お
け
る
学
問
研
鑽
、
身
延
文
庫
の
沿
革
等
、
今
後
の
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
　
な
お
、
原
本
保
護
の
側
面
か
ら
、
写
真
版
の
一
部
に
不
十
分
な
点
も
あ
る
が
、
了
と
さ
れ
た
い
。
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本
書
を
刊
行
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
所
蔵
者
で
あ
る
身
延
山
久
遠
寺
、
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
よ
り
ご
理
解
と
ご
許
可
を
賜
っ
た
。
ま
た
身
延
文
庫
及
び
身
延
山
宝
物
館
、
並
び
に
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
の
関
係
各
位
に
は
、
原
本
の
調
査
に
特
別
の
ご
高
配
を
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
　
本
書
収
録
資
料
の
撮
影
に
当
た
っ
て
は
、
株
式
会
社
イ
ー
フ
ォ
ー
河
又
浩
昭
氏
に
依
頼
し
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
准
教
授
金
炳
坤
先
生
の
ご
協
力
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
 
【
桑
名
法
晃　
記
】
※ 
令
和
元
年
七
月
一
日
に
行
っ
た
共
同
調
査
に
は
、
東
国
大
学
校
か
ら
成
恩
慶
（
韓
国
仏
教
融
合
学
科
博
士
課
程
）、
慧
聰
（
禅
学
科
博
士
課
程
）
の
二
名
が
調
査
協
力
者
と
し
て
参
加
し
た
。
※
本
資
料
叢
書
は
二
〇
一
一
年
韓
国
政
府 （
教
育
科
学
技
術
部
）
の
財
源
に
よ
る
韓
国
研
究
財
団
の
支
援
を
受
け
た
研
究
の
成
果
で
あ
る
。（N
RF-2011-361-A
00008
）
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